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「
や
ま
ぶ
き
会
」
は
昨
年

の
統
一
自
治
体
選
挙
後
に
11

名
の
議
員
で
構
成
す
る
最
大

会
派
に
な
り
ま
し
た
。
市
議

会
の
最
多
当
選
議
員
か
ら
１

期
生
も
４
名
所
属
す
る
巾
広

い
人
材
が
切
磋
琢
磨
す
る
会

派
で
す
。
積
極
的
に
発
言
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も

あ
り
現
下
の
社
会
経
済
状
況

は
厳
し
い
も
の
で
す
。
国
県

が
前
年
度
よ
り
減
額
予
算
案

で
あ
る
中
、
川
越
市
は
前
年

度
よ
り
１
％
増
額
の
予
算
を

組
み
ま
し
た
。
諸
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
市
長
の
姿

勢
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

・
更
な
る
健
全
財
政
を
　

　
川
越
市
の
財
政
構
造
は
経

常
収
支
比
率
で
み
る
と
埼
玉

県
内
平
均
値
87
・
８
％
よ
り

硬
直
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
92
・
２
％
で
す
。

　
こ
の
中
で
、
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
都
市
計
画
税
は

こ
の
２
年
間
で
約
14
億
円
の

増
収
で
す
。
こ
の
財
源
は
目

的
税
で
す
か
ら
、
新
河
岸
駅

周
辺
地
区
や
川
越
所
沢
線
等

の
街
路
事
業
、
な
ぐ
わ
し
公

園
整
備
事
業
な
ど
に
使
わ
れ

ま
す
。
負
担
増
の
訴
え
に
応

え
た
、
市
民
の
協
力
の
賜
物

と
感
謝
す
べ
き
で
す
。

　
更
に
、
国
の
経
済
見
通
し

等
に
基
づ
く
歳
入
見
込
み
も

電
力
事
情
や
天
候
に
加
え
国

際
的
な
財
政
へ
の
信
頼
性
欠

如
が
経
済
に
リ
ス
ク
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
顕
在
化
し
ま
し

た
。
財
政
の
更
な
る
健
全
化

を
期
待
し
ま
す
。

・
主
な
事
業
評
価

　
平
成
24
年
度
は
市
制
90
周

年
の
年
で
す
。
事
業
は
市
民

と
協
力
・
協
働
事
業
と
し
て

推
進
す
る
こ
と
で
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
交
流

創
出
に
役
立
ち
ま
す
。
こ
ど

も
議
会
の
実
施
は
子
ど
も
た

ち
の
議
会
運
営
や
発
想
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
川
越
駅
西
口
駅
前
広
場

の
改
修
や
新
斎
場
建
設
は
市

民
要
望
の
強
い
事
業
で
あ
り

確
実
な
推
進
を
求
め
ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
、
一
番
街

通
り
の
交
通
事
情
等
は
観
光

客
の
回
遊
性
と
市
民
の
足
を

確
保
す
る
事
業
で
あ
り
急
ぎ

検
討
を
求
め
ま
す
。

　
医
療
・
福
祉
の
分
野
で
は
、

休
日
急
患
・
夜
間
診
療
継
続
、

が
ん
検
診
の
充
実
や
、
子
ど

も
医
療
費
の
小
学
校
６
年
生

ま
で
の
無
料
化
を
評
価
し
、

健
康
増
進
を
期
待
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
は
待
機
児
童

解
消
に
民
間
保
育
所
建
設
に

尽
力
し
た
こ
と
。
学
童
保
育

事
業
は
公
設
公
営
で
責
任
者

の
配
置
を
実
施
し
、
子
供
の

成
長
に
プ
ラ
ス
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
高
齢
者
に
は
３
ケ
所
増
設

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
き
め
細
や
か
な
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
を
求
め
ま
す
。

　
農
業
は
国
の
日
本
再
生
の

た
め
の
重
要
事
業
で
あ
り
、

伝
統
野
菜
の
復
活
に
加
え
、

川
越
の
農
業
育
成
は
強
力
に

推
進
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　
昨
年
３
月
24
日
は
東
日
本

大
震
災
に
関
し
て
川
越
市
の

避
難
所
に
被
災
者
を
受
け
入

れ
た
日
で
す
。
新
年
度
に
私

た
ち
は
市
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
範
囲
で
川
越
市
が
東
日

本
大
震
災
の
が
れ
き
処
理
受

け
入
れ
に
賛
成
し
ま
す
。
国

や
県
の
処
理
方
法
を
共
有
し

復
興
支
援
に
可
能
な
協
力
を

求
め
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
全
安
心
を

最
優
先
に
、
男
女
や
年
齢
を

問
わ
ず
巾
広
い
市
民
の
力
を

結
集
し
こ
の
困
難
な
時
代
を

乗
り
き
り
た
い
も
の
で
す
。

や
ま
ぶ
き
会
は
川
合
市
政
を

支
え
つ
つ
更
な
る
発
展
の
た

め
に
尽
力
し
ま
す
。
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１
万
９
千
名
を
超
え
る
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
我
が

国
の
最
大
局
面
に
際
し
、
復

旧
・
復
興
を
加
速
し
、
日
本

の
再
生
に
全
力
を
注
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
世
界
経
済
の
低
迷
か

ら
、
日
本
経
済
も
依
然
厳
し

い
中
で
、
新
年
度
の
川
越
市

は
、
地
方
分
権
一
括
法
制
定

に
よ
り
、
2
3
0
の
権
限
の

委
譲
を
受
け
、
そ
れ
に
伴
う

た
し
ま
す
。

●
75
歳
以
上
の
方
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の

補
助
金
の
支
給
・
人
間
ド
ッ

ク
の
実
施
等
、
川
越
市
独
自

の
高
齢
者
支
援
策
を
充
実
さ

せ
た
点
は
、
さ
ら
に
応
援
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
新
斎
場
の
建
設
・
西
部
地

域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

（
仮
称
）
の
建
設
と
連
動
し

た
川
越
駅
西
口
駅
前
広
場
の

改
修
・
（
仮
称
）
大
東
市
民

セ
ン
タ
ー
建
設
・
新
河
岸
駅

周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
利
便

性
を
高
め
る
推
進
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応

す
る
（
仮
称
）
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
積
極
的
な
推
進
を
望

み
ま
す
。

　
　
　
こ
ん
の
　
英
　
子

　
　
　
か
き
た
　
有
　
一

　
　
　
川
　
口
　
と
も
こ

　
　
　
本
　
山
　
修
　
一

財
源
調
整
も
必
要
で
あ
り
ま

す
。
川
合
市
長
の
市
長
就
任

１
期
目
の
残
り
１
年
は
、
川

越
市
市
制
施
行
90
周
年
の
大

き
な
節
目
に
も
当
た
り
、
本

市
の
将
来
、
ま
た
、
次
の
１

０
０
周
年
に
向
け
て
の
重
要

な
転
換
点
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
意
味
で
も
、
予
算

編
成
方
針
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
公
表
を
行
い
、
多
角
的
に

検
討
を
重
ね
た
今
回
の
川
合

市
長
の
新
年
度
予
算
に
対
し

て
、
期
待
と
評
価
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
公
明
党
議
員
団
７
名
も
政

治
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
被

災
地
の
復
興
支
援
・
放
射
能

対
策
及
び
、
現
在
発
生
が
警

戒
さ
れ
る
「
首
都
直
下
型
地

震
」
に
備
え
、
川
越
市
民
約

34
万
５
千
名
の
皆
様
の
生
命

を
守
る
た
め
、
災
害
対
策
を

重
点
と
し
た
市
政
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

●
以
前
よ
り
公
明
党
議
員
団

が
、
要
望
を
し
て
き
た
「
こ

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を
小

学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
し
て

ゆ
き
た
い
」
と
の
川
合
市
長

の
前
向
き
な
姿
勢
を
歓
迎
い

反
対
討
論
〔
要
旨
〕

　
こ
の
間
国
で
は
、
構
造
改

革
に
よ
っ
て
税
や
医
療
費
な

ど
国
民
の
負
担
が
増
す
中
で
、

今
年
も
子
ど
も
手
当
て
削
減
、

住
民
税
の
年
少
扶
養
控
除
廃

止
、
年
金
保
険
料
の
引
上
げ

と
給
付
額
引
下
げ
が
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
消
費
税
増
税
も

強
行
さ
れ
よ
う
と
い
う
中
で
、

本
市
政
に
お
い
て
は
市
民
へ

の
負
担
増
を
く
い
と
め
市
民

生
活
を
守
る
視
点
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
予
算
案
は
、

学
童
保
育
料
の
値
上
げ
や
都

市
計
画
税
の
引
き
上
げ
な
ど
、

市
民
負
担
増
が
含
ま
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建

替
え
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
導
入
の
検
討
経
費
を
計

上
し
て
お
り
、
民
間
利
益
の

追
求
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
を

は
ら
ん
で
い
る
。

　
大
規
模
事
業
な
ど
の
土
木

費
は
、
大
き
く
伸
び
て
い
る

が
、
景
気
対
策
と
し
て
市
内

中
小
零
細
企
業
の
仕
事
確
保

策
な
ど
地
域
経
済
を
あ
た
た

め
る
施
策
を
積
極
的
に
展
開

す
べ
き
で
あ
る
。

　
子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
や

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
な

ど
に
つ
い
て
は
率
直
に
評
価

す
る
。

　
　
　
吉
　
敷
　
　
　
賢

　
　
　
加
　
藤
　
　
　
昇

　
　
　
関
　
口
　
　
　
勇

　
　
　
三
　
浦
　
邦
　
彦

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

川
合
市
長
は
限
ら
れ
た
財
源

を
集
中
と
選
択
に
よ
り
、
公

約
に
掲
げ
た
「
五
つ
の
か
わ

ご
え
づ
く
り
」
を
は
じ
め
と

し
た
都
市
基
盤
整
備
や
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
、
多

様
な
市
民
要
望
に
応
え
る
予

算
を
編
成
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
高
く
評
価
し
ま
す
。

　
新
斎
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
決
定
す
る
た

め
の
準
備
を
進
め
、
新
斎
場

建
設
に
係
る
基
本
設
計
や
周

辺
環
境
影
響
調
査
の
着
手
。

南
古
谷
駅
北
口
開
設
に
つ
い

て
は
、
駅
前
広
場
及
び
周
辺

整
備
の
根
拠
と
な
る
交
通
量

調
査
の
実
施
。
ふ
れ
あ
い
拠

点
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
度
に
建
設
工
事
に
着
手

し
、
平
成
26
年
度
中
の
施
設

の
完
成
・
オ
ー
プ
ン
を
予
定
。

市
民
体
育
館
の
代
替
施
設
に

つ
い
て
は
、
調
査
費
を
計
上

し
建
設
用
地
の
取
得
を
含
め
、

体
育
館
の
基
本
的
な
仕
様
に

つ
い
て
検
討
。
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
に
つ
い
て
は
、

第
２
種
公
認
の
継
続
へ
む
け

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
全
面
改
修

な
ど
が
24
年
度
の
主
な
施
設

整
備
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
早

期
完
成
を
要
望
し
ま
す
。
し

か
し
、
財
源
確
保
の
市
債
の

活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来

世
代
へ
過
度
の
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
、
十
分
留
意
し
た

対
応
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
今
後
も
一
層
の
行
革
に
取

り
組
み
、
市
民
が
安
全
で
安

心
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う
、

私
ど
も
会
派
も
引
き
続
き
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
　
　
山
　
木
　
綾
　
子

　
　
　
片
　
野
　
広
　
隆

　
　
　
山
　
根
　
史
　
子

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
、
昨
年
当
初
予
算
比

で
１
・
０
％
増
の
１
千
５
億

円
を
超
え
る
予
算
編
成
に
は
、

長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
職

員
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
、
心

よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

う
。

　
都
市
計
画
税
の
見
直
し
に

よ
り
、
新
河
岸
駅
周
辺
整
備

や
川
越
市
駅
等
、
都
市
基
盤

整
備
に
、
予
算
が
割
け
た
こ

と
や
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
、
新
斎
場
や
地
域
振
興
ふ

新
年
度
予
算
に
対
す
る
見
解

学
校
の
耐
震
調
査
す
る
議
員
団

24年度予算に対する会派の意見
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「
や
ま
ぶ
き
会
」
は
昨
年

の
統
一
自
治
体
選
挙
後
に
11

名
の
議
員
で
構
成
す
る
最
大

会
派
に
な
り
ま
し
た
。
市
議

会
の
最
多
当
選
議
員
か
ら
１

期
生
も
４
名
所
属
す
る
巾
広

い
人
材
が
切
磋
琢
磨
す
る
会

派
で
す
。
積
極
的
に
発
言
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も

あ
り
現
下
の
社
会
経
済
状
況

は
厳
し
い
も
の
で
す
。
国
県

が
前
年
度
よ
り
減
額
予
算
案

で
あ
る
中
、
川
越
市
は
前
年

度
よ
り
１
％
増
額
の
予
算
を

組
み
ま
し
た
。
諸
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
市
長
の
姿

勢
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

・
更
な
る
健
全
財
政
を
　

　
川
越
市
の
財
政
構
造
は
経

常
収
支
比
率
で
み
る
と
埼
玉

県
内
平
均
値
87
・
８
％
よ
り

硬
直
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
92
・
２
％
で
す
。

　
こ
の
中
で
、
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
都
市
計
画
税
は

こ
の
２
年
間
で
約
14
億
円
の

増
収
で
す
。
こ
の
財
源
は
目

的
税
で
す
か
ら
、
新
河
岸
駅

周
辺
地
区
や
川
越
所
沢
線
等

の
街
路
事
業
、
な
ぐ
わ
し
公

園
整
備
事
業
な
ど
に
使
わ
れ

ま
す
。
負
担
増
の
訴
え
に
応

え
た
、
市
民
の
協
力
の
賜
物

と
感
謝
す
べ
き
で
す
。

　
更
に
、
国
の
経
済
見
通
し

等
に
基
づ
く
歳
入
見
込
み
も

電
力
事
情
や
天
候
に
加
え
国

際
的
な
財
政
へ
の
信
頼
性
欠

如
が
経
済
に
リ
ス
ク
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
顕
在
化
し
ま
し

た
。
財
政
の
更
な
る
健
全
化

を
期
待
し
ま
す
。

・
主
な
事
業
評
価

　
平
成
24
年
度
は
市
制
90
周

年
の
年
で
す
。
事
業
は
市
民

と
協
力
・
協
働
事
業
と
し
て

推
進
す
る
こ
と
で
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
交
流

創
出
に
役
立
ち
ま
す
。
こ
ど

も
議
会
の
実
施
は
子
ど
も
た

ち
の
議
会
運
営
や
発
想
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
川
越
駅
西
口
駅
前
広
場

の
改
修
や
新
斎
場
建
設
は
市

民
要
望
の
強
い
事
業
で
あ
り

確
実
な
推
進
を
求
め
ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
、
一
番
街

通
り
の
交
通
事
情
等
は
観
光

客
の
回
遊
性
と
市
民
の
足
を

確
保
す
る
事
業
で
あ
り
急
ぎ

検
討
を
求
め
ま
す
。

　
医
療
・
福
祉
の
分
野
で
は
、

休
日
急
患
・
夜
間
診
療
継
続
、

が
ん
検
診
の
充
実
や
、
子
ど

も
医
療
費
の
小
学
校
６
年
生

ま
で
の
無
料
化
を
評
価
し
、

健
康
増
進
を
期
待
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
は
待
機
児
童

解
消
に
民
間
保
育
所
建
設
に

尽
力
し
た
こ
と
。
学
童
保
育

事
業
は
公
設
公
営
で
責
任
者

の
配
置
を
実
施
し
、
子
供
の

成
長
に
プ
ラ
ス
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
高
齢
者
に
は
３
ケ
所
増
設

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
き
め
細
や
か
な
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
を
求
め
ま
す
。

　
農
業
は
国
の
日
本
再
生
の

た
め
の
重
要
事
業
で
あ
り
、

伝
統
野
菜
の
復
活
に
加
え
、

川
越
の
農
業
育
成
は
強
力
に

推
進
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　
昨
年
３
月
24
日
は
東
日
本

大
震
災
に
関
し
て
川
越
市
の

避
難
所
に
被
災
者
を
受
け
入

れ
た
日
で
す
。
新
年
度
に
私

た
ち
は
市
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
範
囲
で
川
越
市
が
東
日

本
大
震
災
の
が
れ
き
処
理
受

け
入
れ
に
賛
成
し
ま
す
。
国

や
県
の
処
理
方
法
を
共
有
し

復
興
支
援
に
可
能
な
協
力
を

求
め
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
全
安
心
を

最
優
先
に
、
男
女
や
年
齢
を

問
わ
ず
巾
広
い
市
民
の
力
を

結
集
し
こ
の
困
難
な
時
代
を

乗
り
き
り
た
い
も
の
で
す
。

や
ま
ぶ
き
会
は
川
合
市
政
を

支
え
つ
つ
更
な
る
発
展
の
た

め
に
尽
力
し
ま
す
。

　
　
　
清
　
水
　
京
　
子

　
　
　
小
ノ
澤
　
哲
　
也

　
　
　
近
　
藤
　
芳
　
宏

　
　
　
大
　
泉
　
一
　
夫

　
　
　
若
　
狭
　
み
ど
り

　
　
　
桐
　
野
　
　
　
忠

　
　
　
中
　
村
　
文
　
明

　
１
万
９
千
名
を
超
え
る
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
我
が

国
の
最
大
局
面
に
際
し
、
復

旧
・
復
興
を
加
速
し
、
日
本

の
再
生
に
全
力
を
注
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
世
界
経
済
の
低
迷
か

ら
、
日
本
経
済
も
依
然
厳
し

い
中
で
、
新
年
度
の
川
越
市

は
、
地
方
分
権
一
括
法
制
定

に
よ
り
、
2
3
0
の
権
限
の

委
譲
を
受
け
、
そ
れ
に
伴
う

た
し
ま
す
。

●
75
歳
以
上
の
方
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の

補
助
金
の
支
給
・
人
間
ド
ッ

ク
の
実
施
等
、
川
越
市
独
自

の
高
齢
者
支
援
策
を
充
実
さ

せ
た
点
は
、
さ
ら
に
応
援
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
新
斎
場
の
建
設
・
西
部
地

域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

（
仮
称
）
の
建
設
と
連
動
し

た
川
越
駅
西
口
駅
前
広
場
の

改
修
・
（
仮
称
）
大
東
市
民

セ
ン
タ
ー
建
設
・
新
河
岸
駅

周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
利
便

性
を
高
め
る
推
進
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応

す
る
（
仮
称
）
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
積
極
的
な
推
進
を
望

み
ま
す
。

　
　
　
こ
ん
の
　
英
　
子

　
　
　
か
き
た
　
有
　
一

　
　
　
川
　
口
　
と
も
こ

　
　
　
本
　
山
　
修
　
一

財
源
調
整
も
必
要
で
あ
り
ま

す
。
川
合
市
長
の
市
長
就
任

１
期
目
の
残
り
１
年
は
、
川

越
市
市
制
施
行
90
周
年
の
大

き
な
節
目
に
も
当
た
り
、
本

市
の
将
来
、
ま
た
、
次
の
１

０
０
周
年
に
向
け
て
の
重
要

な
転
換
点
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
意
味
で
も
、
予
算

編
成
方
針
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
公
表
を
行
い
、
多
角
的
に

検
討
を
重
ね
た
今
回
の
川
合

市
長
の
新
年
度
予
算
に
対
し

て
、
期
待
と
評
価
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
公
明
党
議
員
団
７
名
も
政

治
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
被

災
地
の
復
興
支
援
・
放
射
能

対
策
及
び
、
現
在
発
生
が
警

戒
さ
れ
る
「
首
都
直
下
型
地

震
」
に
備
え
、
川
越
市
民
約

34
万
５
千
名
の
皆
様
の
生
命

を
守
る
た
め
、
災
害
対
策
を

重
点
と
し
た
市
政
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

●
以
前
よ
り
公
明
党
議
員
団

が
、
要
望
を
し
て
き
た
「
こ

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を
小

学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
し
て

ゆ
き
た
い
」
と
の
川
合
市
長

の
前
向
き
な
姿
勢
を
歓
迎
い

反
対
討
論
〔
要
旨
〕

　
こ
の
間
国
で
は
、
構
造
改

革
に
よ
っ
て
税
や
医
療
費
な

ど
国
民
の
負
担
が
増
す
中
で
、

今
年
も
子
ど
も
手
当
て
削
減
、

住
民
税
の
年
少
扶
養
控
除
廃

止
、
年
金
保
険
料
の
引
上
げ

と
給
付
額
引
下
げ
が
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
消
費
税
増
税
も

強
行
さ
れ
よ
う
と
い
う
中
で
、

本
市
政
に
お
い
て
は
市
民
へ

の
負
担
増
を
く
い
と
め
市
民

生
活
を
守
る
視
点
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
予
算
案
は
、

学
童
保
育
料
の
値
上
げ
や
都

市
計
画
税
の
引
き
上
げ
な
ど
、

市
民
負
担
増
が
含
ま
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建

替
え
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
導
入
の
検
討
経
費
を
計

上
し
て
お
り
、
民
間
利
益
の

追
求
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
を

は
ら
ん
で
い
る
。

　
大
規
模
事
業
な
ど
の
土
木

費
は
、
大
き
く
伸
び
て
い
る

が
、
景
気
対
策
と
し
て
市
内

中
小
零
細
企
業
の
仕
事
確
保

策
な
ど
地
域
経
済
を
あ
た
た

め
る
施
策
を
積
極
的
に
展
開

す
べ
き
で
あ
る
。

　
子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
や

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
な

ど
に
つ
い
て
は
率
直
に
評
価

す
る
。

　
　
　
吉
　
敷
　
　
　
賢

　
　
　
加
　
藤
　
　
　
昇

　
　
　
関
　
口
　
　
　
勇

　
　
　
三
　
浦
　
邦
　
彦

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

川
合
市
長
は
限
ら
れ
た
財
源

を
集
中
と
選
択
に
よ
り
、
公

約
に
掲
げ
た
「
五
つ
の
か
わ

ご
え
づ
く
り
」
を
は
じ
め
と

し
た
都
市
基
盤
整
備
や
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
、
多

様
な
市
民
要
望
に
応
え
る
予

算
を
編
成
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
高
く
評
価
し
ま
す
。

　
新
斎
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
決
定
す
る
た

め
の
準
備
を
進
め
、
新
斎
場

建
設
に
係
る
基
本
設
計
や
周

辺
環
境
影
響
調
査
の
着
手
。

南
古
谷
駅
北
口
開
設
に
つ
い

て
は
、
駅
前
広
場
及
び
周
辺

整
備
の
根
拠
と
な
る
交
通
量

調
査
の
実
施
。
ふ
れ
あ
い
拠

点
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
度
に
建
設
工
事
に
着
手

し
、
平
成
26
年
度
中
の
施
設

の
完
成
・
オ
ー
プ
ン
を
予
定
。

市
民
体
育
館
の
代
替
施
設
に

つ
い
て
は
、
調
査
費
を
計
上

し
建
設
用
地
の
取
得
を
含
め
、

体
育
館
の
基
本
的
な
仕
様
に

つ
い
て
検
討
。
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
に
つ
い
て
は
、

第
２
種
公
認
の
継
続
へ
む
け

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
全
面
改
修

な
ど
が
24
年
度
の
主
な
施
設

整
備
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
早

期
完
成
を
要
望
し
ま
す
。
し

か
し
、
財
源
確
保
の
市
債
の

活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来

世
代
へ
過
度
の
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
、
十
分
留
意
し
た

対
応
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
今
後
も
一
層
の
行
革
に
取

り
組
み
、
市
民
が
安
全
で
安

心
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う
、

私
ど
も
会
派
も
引
き
続
き
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
　
　
山
　
木
　
綾
　
子

　
　
　
片
　
野
　
広
　
隆

　
　
　
山
　
根
　
史
　
子

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
、
昨
年
当
初
予
算
比

で
１
・
０
％
増
の
１
千
５
億

円
を
超
え
る
予
算
編
成
に
は
、

長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
職

員
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
、
心

よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

う
。

　
都
市
計
画
税
の
見
直
し
に

よ
り
、
新
河
岸
駅
周
辺
整
備

や
川
越
市
駅
等
、
都
市
基
盤

整
備
に
、
予
算
が
割
け
た
こ

と
や
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
、
新
斎
場
や
地
域
振
興
ふ

新
年
度
予
算
に
対
す
る
見
解

学
校
の
耐
震
調
査
す
る
議
員
団

24年度予算に対する会派の意見


